
Ⅲ　2022 年調査の出土遺物

1　柴田遺跡第 6 次調査出土遺物

（1）縄文時代の遺物

　本稿では，令和４年度市内遺跡発掘調査報告書にて報

告がされた，柴田遺跡第６次調査で出土した資料につい

て解説する。

　第６次調査では，住居跡１基，土坑１基が確認され，

縄文土器，土製品，石器，焼石が出土している。ほとん

どの遺物が土坑から確認されている。縄文土器には微隆

起線文による区画や縦方向の縄文施文の特徴がみられ，

中期後葉の加曽利Ｅ 3-4 中間式・Ｅ 4 式頃に属するもの

と考えられる。住居跡からもわずかに同時期の土器が確

認されている。土製品には，土器片錘，土器片を再利用

した有孔土製円盤・土製円盤がみられた。石器は，加工

痕がみられないことから，石器製作に伴う剥片と判断し

た。焼石は住居跡と土坑が検出された１トレンチで確認

されたものであり，亜角形の自然礫が割れた形状をして

おり，自然面が残存する部分に被熱による赤変がみられ

た。

遺物説明
第 54 図

1　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E3

式ヵ）　器種：深鉢形土器　備考：器内外面磨き，胎土に 0.5 ～ 4.5 ㎜の

白色粒を多く含む

2　出土位置・注記：1 トレ 1 住・SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽

利 E3-4 式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR）　備考：胎

土に金雲母，1 ～ 5 ㎜の不透明粒を多量に含む

3　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利

E3-4 式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR ヵ）

4　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4 式）

　器種：深鉢形土器　文様：微隆起線文　備考：器内外面一部磨き

5　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4 式ヵ）

　器種：深鉢形土器　文様：口縁部に１条の陵あり，無節斜縄文（R）ヵ

6　出土位置・注記：2 トレ　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4 式）　

器種：深鉢形土器　文様：刺突文（棒状工具），単節斜縄文（RL）　備考：

器外面口縁部磨き，ネズミの齧り痕あり

7　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深鉢

形土器　備考：器内外面磨き

8　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深鉢

形土器　備考：器内外面磨き

9　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利

E3-4 式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR）　備考：器内

面磨き，胎土に黒色粒含む，上部輪積み痕に土器成形時の刻みあり

10　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利

E3-4 式）　器種：深鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR）　備考：器内面

磨き

11　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E 式）

　器種：深鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）

12　出土位置・注記：表採　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E 式）　器種：

深鉢形土器ヵ　文様：単節斜縄文（RL）　備考：器内面磨き

13　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利

E3-4 式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：隆起線文，単節斜縄文（RL）　備考：

器内面磨き，胎土に黒色粒含む

14　出土位置・注記：1 トレ 1 住　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4

式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：微隆起線文，単節斜縄文（RL）　備考：

胎土に金雲母を少量含む

15　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4

式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：微隆起線文，単節斜縄文（RL ヵ）　備考：

器外面無文部磨き，器内面磨き

16　出土位置・注記：1 トレ 1 住　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4

式ヵ）　器種：深鉢形土器　文様：微隆起線文，単節斜縄文（RL）　備考：

器内面磨き，器内面にネズミの齧り痕あり

17　出土位置・注記：2 トレ　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4 式ヵ）

　器種：深鉢形土器　文様：沈線文，単節斜縄文（RL）　備考：器内面

磨き

18　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E4

式ヵ）　器種：深鉢形土器ヵ　文様：微隆起線文，単節斜縄文（RL）　備

考：胎土に金雲母多量に含む

19　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E 式）

　器種：深鉢形土器ヵ　文様：隆起線文　備考：胎土に金雲母含む

20　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）　備考：胎土に金雲母含む，1 ～ 4

㎜の白色・不透明粒を多量に含む

21　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）　備考：胎土に金雲母含む，器内面

黒く変色

22　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）　備考：胎土に金雲母多量に含む，

器内面炭化物付着

23　出土位置・注記：1 トレ 1 住　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）　備考：1 ㎜程度の白色粒多量に含

む

24　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR）　備考：胎土に金雲母・1 ～ 3 ㎜程

度の白色粒多量に含む，器内面雑な磨き

25　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）

26　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期　器種：深

鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL）　備考：胎土に金雲母多量に含む

27　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期ヵ　器種：

深鉢形土器ヵ　文様：単節斜縄文（LR）ヵ　備考：器内面磨き
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第 54 図　柴田遺跡第 6 次調査区出土土器
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30　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中・後期　器種：

深鉢形土器　文様：単節斜縄文（LR）　備考：器内面にネズミの齧り痕

多数あり

31　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中・後期ヵ　文様：

沈線文，単節斜縄文（LR）　備考：器内面磨き

32　出土位置・注記：1 トレ 1 住　時代時期：縄文時代中期（加曽利

E3・4 式ヵ）　器種：深鉢形土器　法量：底径 57 ㎜（残存率 100％）　備

考：器外面・底面磨き

33　出土位置・注記：表採　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E3・4 式ヵ）

　器種：深鉢形土器　法量：底径 68 ㎜（残存率 39％）　備考：器外面磨

き，胎土に金雲母含む

34　出土位置・注記：表採　時代時期：縄文時代中期（加曽利 E3・4 式ヵ）

　器種：深鉢形土器ヵ　法量：底径 68 ㎜（残存率 63％）　備考：器外面

磨き

第 55 図

1　出土位置・注記：表採　時代時期：縄文時代中期　器種：土器片錘　

第 56 図　柴田遺跡第 6 次調査区出土石器

28　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中・後期　器種：

深鉢形土器　文様：単節斜縄文（RL ヵ）

29　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中・後期　器種：

深鉢形土器ヵ　文様：単節斜縄文（RL）
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法量：長さ（47）㎜，幅 32 ㎜，厚さ 9 ㎜，重さ 16.31 ｇ　備考：耕作

による傷が多い

2　出土位置・注記：1 トレＳＫ 1　時代時期：縄文時代中期　器種：有

孔土製円盤　法量：長さ 18 ㎜，幅 48 ㎜，厚さ 10 ㎜，重さ 12.63 ｇ　備考：

土器片転用，単節斜縄文（RL），胎土に金雲母・白色粒多量に含む

3　出土位置・注記：1 トレ 1 住　時期：縄文時代中期　器種：土製円盤

　法量：長さ 35 ㎜，幅 34 ㎜，厚さ 10 ㎜，重さ 15.30 ｇ　備考：土器

片転用，単節斜縄文（RL），胎土に金雲母含む，内面磨き

第 56 図

1　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期ヵ　器種：剥

片　石材：菫青石ホルンフェルス（塊状，結晶質，菫青石，白雲母，黒雲母，

石英，長石）　法量：長さ 41 ㎜，幅 52 ㎜，厚さ 10.5 ㎜，重さ 11.63g

2　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期ヵ　器種：剥

片　石材：玉髄（塊状，白色半透明～不透明，隠微晶質）　法量：長さ 25 ㎜，

幅 18 ㎜，厚さ 6.0 ㎜，重さ 2.09g

3　出土位置・注記：1 トレ SK1　時代時期：縄文時代中期ヵ　器種：剥

片　石材：デイサイト（塊状，微晶質，斑晶〔長石ヵ〕），石基は微晶質，

全体に細粒で明らかな斑状粗緻を示さない）　法量：長さ 23 ㎜，幅 11 ㎜，

厚さ 4.0 ㎜，重さ 0.78g

4　出土位置・注記：1 トレ　時代時期：縄文時代中期ヵ　器種：焼石　

石材：アレナイト質細粒砂岩（塊状，帯緑淡褐灰色，固結良い，淘汰や

や悪い，円磨悪い，砂粒〔石英，長石，黒雲母，白雲母〕）　法量：長さ

158 ㎜，幅 162 ㎜，高さ 144 ㎜，重さ 3.520 ㎏　備考：被熱による赤変

あり
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